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1977年広島大学医学部卒業。84年医
学博士（広島大学）。専門は膝関節外
科。島根医科大学整形外科学教授、
広島大学整形外科学教授、同大学病
院長、同大学理事・副学長などを経
て2015年より現職。19-21年文部科学
省科学技術・学術審議会総合政策特
別委員会委員、17-22年日本学術会議
会員、11-17年および22年から日本学
術会議連携会員。2015年紫綬褒章を
受章。

　広島大学は2024年、新制大学として75年、9つある
前身校のうち最も古い白島学校（後の広島師範学校）の創
立から数えると150年という2つの節目を迎えました。
「75＋75周年記念事業」と銘打ち、さまざまな形で大学
の魅力を再発見してもらう取り組みを進めています。
　世界で最初の被爆地に開学した大学として「平和を希求
する精神」を理念の第一に掲げています。24年8月6日の
広島原爆の日には、本学を含む世界10大学の学長らが出
席し、初の「平和学長会議」を開催するなど、安全・安心
を実現する“創る平和”への取り組みを加速しています。
「100年後にも世界で光り輝く大学」を目指し、平和を見
すえ世界と渡り合えるトップレベルの教育・研究を進めて
いきます。

「
平
和
を
希
求
す
る
精
神
」
を
堅
持
し
な
が
ら

「
平
和
を
創
る
」
大
学
へ
と
取
り
組
み
を
加
速
し

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
研
究
で
世
界
に
伍
す
る
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平
和
学
長
会
議
を
初
め
て
開
催

課
題
解
決
に
挑
む
「
創
る
平
和
」

　

広
島
大
学
に
は
日
本
の
大
学
の
中
で
最

も
多
い
９
つ
の
前
身
校
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
多
く
が
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
８
月

６
日
の
原
爆
投
下
で
被
災
し
、
多
く
の
生

徒
や
学
生
、
教
職
員
ら
が
被
爆
し
ま
し
た
。

中
で
も
広
島
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
山

中
高
等
女
学
校
の
１
、２
年
生
は
勤
労
動

員
中
に
被
爆
し
、
ほ
ぼ
全
員
が
亡
く
な
る

と
い
う
悲
劇
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
「
本
学
は
理
念
５
原
則
  （1）

を
掲
げ
、
一

番
目
に
『
平
和
を
希
求
す
る
精
神
』
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
何
よ
り
も
大
事
な

項
目
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
自
身
、

『
平
和
を
希
求
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
国

際
的
教
養
人
』
の
育
成
に
努
め
た
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。
本
学
の
評
価
が
高
い
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
す
べ

て
平
和
が
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。
学
問

が
自
由
に
で
き
る
の
は
平
和
が
あ
っ
て
こ

そ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
越
智
光

夫
学
長
は
語
り
ま
す
。

　

75
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
被
爆
地

に
開
学
し
た
広
島
大
学
な
ら
で
は
の
試
み

と
し
て
、
２
０
２
４
年
８
月
６
日
の
広
島

核
廃
絶
、
貧
困
、
飢
餓
な
ど
の
問
題
か
ら

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
教
養
教
育
の
「
平

和
科
目
」
が
全
学
部
必
修
で
す
。
24
年
度

は
「
放
射
線
と
自
然
科
学
」「
沖
縄
と
平

和
」
な
ど
29
科
目
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

同
じ
く
教
養
教
育
で
は
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
、

科
学
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
各
界
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
が
講
師
を
務
め
る
特
別
講
義
「
世

界
に
羽
ば
た
く
。
教
養
の
力
」
が
ユ
ニ
ー

ク
で
す
。
24
年
度
は
東
京
大
学
大
学
院
薬

学
系
研
究
科
教
授
の
池
谷
裕
二
氏
、
オ
ペ

ラ
歌
手
の
中
丸
三
千
繪
氏
、
漫
画
家
の
弘

兼
憲
史
氏
ら
、
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ

い
ま
し
た
。
ま
た
英
語
に
よ
る
平
和
科
目

や
、
海
外
留
学
を
必
修
と
し
て
い
る

「Global Peace Leadership Program

」

は
、
国
際
的
教
養
人
を
育
成
す
る
取
り
組

み
で
す
。

　

異
な
る
文
化
、
歴
史
を
持
つ
人
と
国
際

語
で
あ
る
英
語
で
対
話
が
で
き
る
力
を
育

原
爆
の
日
に
初
め
て
「
平
和
学
長
会
議
  （2）

」

を
開
催
し
ま
し
た
。
世
界
７
カ
国
・
地
域

か
ら
10
大
学
の
学
長
ら
が
東
千
田
キ
ャ
ン

パ
ス
（
広
島
市
中
区
）
で
、
持
続
可
能
な

世
界
平
和
に
向
け
た
大
学
の
役
割
な
ど
に

つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

広
島
大
学
で
は
、
23
年
５
月
に
安
全
・

安
心
を
実
現
す
る
「
創
る
平
和
」
を
テ
ー

マ
に
重
点
的
に
取
り
組
む
事
項
「
５
つ
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
  （3）

」
を
策
定
し
ま
し
た
。

世
界
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対

し
、
学
問
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
学
際
的

な
視
点
か
ら
課
題
解
決
を
図
り
、
安
全
保

障
に
つ
な
げ
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　
「
例
え
ば
健
康
安
全
保
障
で
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
生
産
体
制
を
強
化
す
る
た
め
の
バ

イ
オ
医
薬
品
の
製
造
拠
点
を
整
備
し
て
い

ま
す
。
革
新
的
医
療
に
繋
が
る
研
究
開
発

体
制
を
整
備
す
る
こ
と
を
通
じ
、
地
球
規

模
の
健
康
増
進
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
人

材
育
成
に
も
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
本
学

と
呉
市
に
よ
るTow

n & Gow
n

構
想
  （4）

に

基
づ
き
、
呉
市
、
海
上
保
安
大
学
校
、
笹

川
平
和
財
団
と
協
定
を
結
び
、
海
洋
・
海

事
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
教
育
・
研
究

の
拠
点
作
り
も
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に

食
料
安
全
保
障
の
観
点
で
は
ベ
ト
ナ
ム
農

業
農
村
開
発
省
と
連
携
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の

ハ
ノ
イ
に
本
学
の
農
学
系
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
設
し
、
途
上
国
の
畜
産
業
改

革
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
」（
越
智
学
長
）

大
学
独
自
の
教
育
シ
ス
テ
ム
で

一
人
一
人
に
学
び
の
質
を
保
証

　

平
和
を
希
求
す
る
精
神
は
も
ち
ろ
ん
広

島
大
学
の
教
育
方
針
の
柱
で
す
。
戦
争
や

（1） 理念５原則
　①平和を希求する精神　②新たなる知の創造　
③豊かな人間性を培う教育　④地域社会・国際
社会との共存　⑤絶えざる自己変革――の５つ。
1995年に制定された。

（2） 平和学長会議
　世界７カ国・地域10大学の学長らが24年８月
６日、「大学のプログラムや教育を通じて国際
交流を促し、人と人とのつながりを育む」とし
た平和学長宣言を採択し、対話を続ける強い意
志を確認した。広島大学以外の参加大学は以下
の通り。【米国】アイダホ大学、コロンビア大
学【台湾】国立成功大学、国立中央大学【イタ
リア】パヴィア大学、ペルージャ外国人大学
【インドネシア】ハサヌディン大学【インド】
インド工科大学ボンベイ校【スウェーデン】世
界海事大学

（3） ５つのイニシアティブ
　第４期中期目標期間（22～27年度）における
広島大学のあるべき姿の実現に向け、重点的に
取り組む事項を「President 5 Initiatives for Peace 
Sciences―新しい平和科学（安全・安心を実現
する「創る平和」）―」として策定した。①イノ
ベーションと経済安全保障に貢献するための半
導体エコシステム形成②ワクチン、医薬品開発、
再生医療、細胞治療を通じた地球規模の健康安
全保障への貢献③平和のための総合的な放射線
災害管理④海洋・海事のガバナンスと持続可能
性のためのアジア拠点形成⑤途上国の栄養改善
に資する畜産業改革による食料安全保障――の
５項目からなる。

（4） Town & Gown構想
　大学と自治体（地域）が一体となって、組織
間で柔軟に人材や情報などを共有しながら地域
課題の解決に取り組むことで、ともに発展を続
ける仕組み。東広島キャンパスのある東広島市
とは21年度から協働を開始した。ローカル５G
やEVカーなどの新しい技術の実証実験をキャン
パス内で実施中。23年７月には新たに呉市とス
タートし、同年10月には全国展開を目指す全国
Town & Gown構想推進協議会を設立した。

（5） 持続可能性に寄与する
キラルノット超物質国際研究所

　例えば右手と左手のように対称な形でありな
がら、互いに重なり合わない性質（キラリティー
／対掌性）を持つ分子をキラル分子と呼ぶ。地
球上の生命を構成するアミノ酸のほとんどは
「左手型」のキラル分子だが、偏りが生まれた
理由は分かっていない。この研究所では数学の
結び目理論とキラリティーの知見を組み合わせ、
自然界には存在しない粒子状物質（キラルノッ
ト物質）を開発している。ほかにも、エネル
ギーロスゼロの情報伝達素子の開発やアルツハ
イマー病の治療薬の開発などにも挑戦している。

ギ
ー
交
換
を
起
こ
さ
な
い
超
断
熱
ガ
ラ
ス

や
同
じ
強
度
で
あ
り
な
が
ら
重
さ
が
４
分

の
１
の
レ
ン
ガ
の
素
材
な
ど
に
応
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
地
球
外
で
採
取
さ
れ
た
物

質
の
キ
ラ
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
性
質
を
調
べ
、

宇
宙
や
地
球
の
成
り
立
ち
に
迫
る
な
ど
自

然
の
摂
理
を
明
ら
か
に
す
る
新
た
な
学
術

分
野
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
」
と
、
越
智

学
長
は
意
気
込
み
ま
す
。

　

半
導
体
分
野
で
は
「
東
の
東
北
大
学
、

西
の
広
島
大
学
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
の
研

究
開
発
を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。
23
年

に
は
米
マ
イ
ク
ロ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
日
米

半
導
体
連
携
「U

PW
ARD

S for the 
Future

」
に
他
の
日
米
10
大
学
と
と
も
に

参
画
し
、
研
究
開
発
の
強
化
、
人
材
養
成

拠
点
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
同

じ
く
23
年
、
文
部
科
学
省
の
「
地
域
中

核
・
特
色
あ
る
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業

（
Ｊ-

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ
Ｓ
）」
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
放
射
光
科
学
研
究
所
が
持
つ
物
質
の

可
視
化
技
術
を
核
に
し
て
、
半
導
体
・
超

物
質
の
分
野
に
創
薬
・
再
生
医
療
な
ど
の

バ
イ
オ
領
域
を
加
え
た
融
合
研
究
拠
点
を

構
築
し
、
世
界
的
な
研
究
成
果
や
技
術
革

新
を
通
じ
て
自
由
で
平
和
な
国
際
社
会
の

実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
ゲ
ノ
ム
編
集
分
野
も
本
学
の
強
み
で

す
。
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
物
質
（
ア
レ

ル
ゲ
ン
）
の
う
ち
、
加
熱
し
て
も
ア
レ
ル

ゲ
ン
性
が
残
る
オ
ボ
ム
コ
イ
ド
と
い
う
た

ん
ぱ
く
質
を
含
ま
な
い
鶏
卵
を
ゲ
ノ
ム
編

集
技
術
で
開
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
脳
・

こ
こ
ろ
・
感
性
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は

ワ
ク
ワ
ク
感
な
ど
の
心
の
動
き
を
科
学
的

な
数
値
に
置
き
換
え
、
客
観
的
に
評
価
す

る
、
い
わ
ば
脳
を
可
視
化
す
る
研
究
が
進

ん
で
い
ま
す
」（
越
智
学
長
）

26
年
度
入
試
で
「
女
子
枠
」
新
設

受
験
生
の
高
い
志
を
全
力
応
援

　

広
島
大
学
は
25
年
度
、
情
報
科
学
部
の

定
員
を
１
５
０
人
か
ら
１
８
０
人
に
増
員

し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
25
年
度
入
試
（
25

年
４
月
入
学
）
の
一
般
選
抜
の
募
集
人
員

を
前
期
日
程
１
１
５
人
（
25
人
増
）、
後

期
日
程
15
人
（
５
人
増
）
と
し
ま
す
。
ま

た
工
学
部
第
二
類
（
電
気
電
子
・
シ
ス
テ

ム
情
報
系
）
で
は
電
子
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
廃
止
し
、
半
導
体
シ
ス
テ
ム
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
新
設
し
ま
す
。
一
般
選
抜
前
期

日
程
の
工
学
部
第
二
類
の
募
集
人
員
は
10

人
増
え
て
80
人
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

高
度
情
報
専
門
人
材
の
確
保
に
向
け
た
機

能
強
化
に
係
る
支
援
に
、
規
模
や
質
の
観

点
か
ら
極
め
て
高
い
評
価
を
受
け
て
選
定

（
ハ
イ
レ
ベ
ル
枠
）
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

措
置
で
す
。
ハ
イ
レ
ベ
ル
枠
に
入
っ
た
の

は
全
国
で
７
大
学
、
中
国
・
四
国
地
方
か

ら
は
唯
一
、
選
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
26

年
度
入
試
で
は
、
光
り
輝
き
入
試
（
総
合

型
選
抜
、
学
校
推
薦
型
選
抜
）
に
女
子
枠

（
理
学
部
７
人
、
工
学
部
15
人
、
情
報
科

学
部
15
人
）
を
新
設
し
ま
す
。

　

最
後
に
越
智
学
長
は
受
験
生
に
向
け
て

こ
の
よ
う
な
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

　
「
広
島
大
学
は
世
界
が
直
面
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、
既
存
の
学
問
分
野

を
超
え
た
学
際
的
な
視
点
で
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
学
を
志
す
皆
さ

ん
に
は
大
学
で
専
門
的
知
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
視
野
を
横
に
広
げ
、
３
６
０
度

の
学
び
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

『
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
牽
引
す
る
の
は
自

分
だ
』
と
い
う
高
い
志
を
持
っ
て
く
だ
さ

い
。
広
島
大
学
は
全
力
で
あ
な
た
を
応
援

し
ま
す
」

広島大学　

て
る
こ
と
も
と
て
も
重
要
で
す
。
海
外
大

学
に
留
学
で
き
る
基
準
と
さ
れ
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
Ⓡ
７
３
０
点
以
上
の
学
生
は
23
年
で
大
学

全
体
の
24
％
、
医
・
歯
・
薬
学
部
で
は
約

46
％
に
達
し
ま
す
。「
海
外
に
も
っ
と
出
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
ま

す
。
海
外
協
定
大
学
で
１
〜
２
週
間
、
講

義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
り
、
現

地
学
生
と
交
流
し
た
り
す
る
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
海
外
の

学
生
と
一
緒
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
課

題
に
取
り
組
む
ｅ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
積
極
的
に
活

用
し
て
ほ
し
い
」
と
越
智
学
長
は

呼
び
か
け
ま
す
。

超
物
質
、
半
導
体
、

ゲ
ノ
ム
編
集
、
脳
科
学

最
先
端
研
究
が
目
白
押
し

　

22
年
、
広
島
大
学
の
「
持
続
可

能
性
に
寄
与
す
る
キ
ラ
ル
ノ
ッ
ト

超
物
質
国
際
研
究
所
  （5）

」
が
文
部

科
学
省
の
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研

究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
）

に
新
規
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
全
18

拠
点
の
う
ち
、
中
国
・
四
国
地
方

か
ら
選
ば
れ
て
い
る
の
は
広
島
大

学
の
み
で
す
。

　
「
自
然
界
に
は
な
い
物
質
を
生

み
出
す
こ
と
で
、
例
え
ば
エ
ネ
ル

TOPICS
文部科学省「高度医療人材養成拠点形成事業」
に採択（24年８月）
～中国・四国地方で唯一、タイプAに選定～

151 卓越する大学 広島大学 150

平和学長会議を初めて開催（2024年８月６日）

東京ドーム53個分の広さがある東広島キャンパス
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